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１．はじめに
2011年3月11日、東日本大震災が発生した。筆者
はある研究会のシンポジウムに出席し、東京大学福
武ホール地下3階にいて、ひどい揺れの中で重大な
ことが起こっていることを実感していた。その後の
感情は（ほとんどの人と同様に）自然の大きな（破
壊）力の前に無力感を感じながらも、何かできるこ
とはないかと自問自答をする日々が続いていく。
チャンスは突然やってきた。渡邊晃一（福島大学、
以下敬称略）から「子ども向け絵本や画材等をほし
いという震災の物資支援のお願い」が美術教育の
MLに発信され、それに乗る形で福島行きが決定し
た。群馬大学教育学部美術教育講座の教員、学生等
数名で東日本大震災支援?ワークショップ「Koi 鯉
アート のぼり」をつくろう>（2011年4月16日㈯、
福島市あづま総合運動公園体育館）の実践のお手伝
いができた。この時、美術（アート）のビジュアル
な力が有意義なことが明らかになった。グレーな避
難所の壁が鯉のぼりのカラフルさによって確かに明
るくなった。（このことは今回の遠足プロジェクトへ
つながる布石にもなっている。??）しかし、震災を
アートで支援することへの違和感も同時にわき起
こった。それは、アーティストの個人名（作家性）
が前面に出てしまうことへの何か気持ちが悪い、
悶々とした感じである。
震災から1年半後「3・11とアーティスト：進行形
の記録」（水戸芸術館、2012.10.13～12.9）という展
覧会が開催された。村上タカシ（MMIX Lab）は宮
城教育大学の教員でありながら、文字通り泥かきか
ら支援物資の分配等まであらゆる支援に明け暮れる
中で収集した津波でねじ曲げられた金属の道路標識
を展示し、畠山直哉は故郷（陸前高田）の風景を美
しく撮って見せた。彼らは被災者であると同時に表
現者でもある。彼らの表現には（そのように単純に
判断はできないことはわかっているがあえて言え
ば）当事者の思いがストレートに伝わってくる。畠
山は「液晶画面のスライドショーでの『気仙滑2011』
について、以下のように述べている。
「あの景色はもう写真の中と、人々の頭の中にしか残ってい
ない、というのがひとつあります。だから、プリントで見
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せるより、付いたり消えたりする状態がふさわしいのでは
と思いました。例えば自分の母親の姿を、頭の中で思い出
してみるとします。1分とか2分の間それを鮮明に思い出
し続けることはできないでしょう？それくらい記憶の表象
は短いものです。それは、こんな時代にもまだ静止画状態
の「写真」が必要とされることとも、どこかで関係がある
と思います。そういうプレゼンテーションの違いによって、
僕らの意識の違いを考えてみることができたらとも考えま
した。また、『気仙川』の風景をいまああいうふうに感じる
ことになろうとは、震災前には誰も思っていなかった。そ
こに写っている母が今はもういない、何の変哲もない写真
が特別なものになる……。そこまでいくと、もう写真家の
能力やコントロールを超えた何かの話になります。」??
しかしながら多くのアーティストはいわば部外者
であり、震災支援をする必然性はそれぞれ多様であ
る。「震災とアート／アーティスト」の問題について、
企画展主催者は以下のように述べている。
「被災地の内外で市民によるさまざまな支援活動が立ち上が
るなか、表現を生業とする一部のアーティストも行動を起
こしました。本展では、震災を受けて現れた約30に及ぶ
アーティストのアクションと表現を、2011年3月から現在
へと時間軸をたどる形で振り返ります。
震災を受け、「表現」を通してその状況に向き合う作家が
いる一方で、「アーティスト」というアイデンティティを
いったん棚上げにし、作品にすることを前提とせず活動を
行った作家も多くいました。その行為は「表現」なのか「記
録」なのか、クリエイティヴィティある「支援活動」か。
あるいは支援活動から発展した「作品」か。その分かちが
たさは、活動の背景にある作家の葛藤、現地の状況やニー
ズをくんだ展開、そして「災害後のアート」にまつわる各
作家の考え方のちがいを示しています。盤石のように思わ
れていた社会システムのもろさをあらわにした災害の圧倒
的な衝撃は、現実を反映する同時代のアートにも波及し、
これまで以上に大きく「アート」の理念や定義を揺さぶり
ました。
本展で紹介するアーティストたちは、「災害後」をそれ
ぞれの視点からマクロにそしてミクロに見つめ、さまざま
な形で表します。彼／彼女らの活動は、あのとき私たちが
抱いた戸惑いやためらい、意志を鏡のように映し出すよう
です。東日本大震災から1年と7か月、いまだ未完了・進
行形のこの時期に、アーティストの活動を私たちがたどる
ことで、「あれから」を見つめ「これから」を考える、そう
願いを込めて本展を開催します。」??
ここでの議論はあらためて「（近代的な意味での）
作家性とは」を問うものではない。しかし、震災以
後の作家（アーティスト）がさらされている立ち位
置は必要以上にシビアなものになっているように感
じる。それは、多くの素人がクリエイティブな支援
活動を興し、仕掛けていることとアートを生業にし
ているアーティストの支援活動との区別がつきにく
いことが要因になっていることは事実である。その
区別（差別化）をここでクリアーにすることはでき
ないし、目的ではない。しかしそうだとわかってい
ても、アート（のような余分だと思われている）行
為／活動には存在価値（レゾンデートル）として、
常に問われる／なければならない問題意識だという
ことは確かである。
このような中で、「ランドセルアート」を巡回する
という「遠足プロジェクト」（梶原千恵＋武谷大介ほ
か）とはどのような（アート）プロジェクトなのか？
その成立の経緯と歩みを分析し、アートプロジェク
トにおける（美術）教育や学習の意義・役割等につ
いて検討しておきたい。
２．表札プロジェクト＠女川
筆者が梶原千
恵（石巻市立門
脇中学校）と出
会ったのは、東
京神田のアート
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で開催された「わわプロジェクト」??（中村政人代表）
が企画運営する展覧会（2012.3）で黄色いTシャツ
を着たひときわ明るい若い女性の写真・VTRが最初
だった。
VTRの中で梶原は語る。震災後、梶原は美術の無
力さを痛感していた。しかし、何かしたい、という
思いで訪れたボランティアセンターでの会話が梶原
の考えを変える。
「地震の直後、電気や水道など衣食住に関係する仕事の人は、
すぐに動いて役に立っていました。でも、私は美術の講師
です。なんとか仕事には行っていましたが、美術とかアー
トとか、“なんて役に立たないんだろう……”と考えていま
した。……“何かお手伝いできることはありませんか？”
と尋ねたら、“あなたは美術を教えることができるんだか
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ら、その力を活かして役に立ってください”と言われたん
です。そこから必死で何ができるかを考えました。ちょう
ど仮設住宅の建設がはじまった頃で、現場を見に行ってみ
ると、仮設住宅って全体的にグレーなんですよね。そこに
人が住むことを想像したら、ちょっとでも明るくなるよう
に何かつくりたいなと思ったんです。」??
この会話が梶原の活動を促した。宮城県女川町で
は最大18ⅿの津波により、街区の7割を失った。梶
原は津波で流された瓦礫の中から自分の家の表札が
見つかり喜んでいる友人を見て、家がなくなった人
にとって表札を作ることが大切なのではと考えるよ
うになった。大学で彫刻を学び、自宅の表札も自ら
制作していた梶原は、津波で流れ着いた廃材を利用
して仮設住宅に入居する人のための表札を作り始め
た。高校の休み時間、一人で表札を作る梶原を見た
生徒から「私もやりたい」という声があがった。梶
原は石巻好文館高校、石巻西高校の非常勤の授業で
「仮設住宅をカラフルな表札で明るくしよう」と呼
びかけたところ生徒も趣旨に賛同し、美術の授業で
生徒と共に表札作りが始まった。
梶原が復興支援活動を行う中、「石巻ワンダー横丁
プロジェクト」との出会いがきっかけとなり、作ら
れた表札は仮設住宅に贈られる前に「梶原先生と好
文館高校・石巻西高校美術クラスによるみんなの表
札展」として2011年6月に石巻の商店街で展示され
た。展示をする中で県外から訪れたアーティストや
地元の住民、復興支援活動を行う人々などとの出会
いがあった。活動の過程を梶原は次のように語って
いる。
「美しいものや楽しいもの、明るいことをして活動している
と最初はみんなイヤがるんですよ。“見ているだけでいい”
という感じで。でも、じっと見ているとやっぱりやりたく
なってくる（笑）。得体の知れないものだけど、なんだか“面
白そう”と感じるんですね。現実に戻ったら楽しいことな
んて全然なくて、暗いことしかないですから。それで
“ちょっとやってみようかな”と参加してみると、例えば
表札がひとつ完成したら、もっと楽しくなるんですよね。
表札も、1週間で14枚もつくった方がいらっしゃいました
から。彫刻刀を握るのも、絵筆を持つのも何十年ぶりとい
うおばあちゃんたちが、そうやってどんどん元気になって
いくのを見て、美術の力ってすごいなと思いました。」??
最初、美術に失望していた梶原は、活動の中で改
めてその力を実感していった。展示後、仮設住宅に
贈られた表札は無機質な風景に彩りを与え、現地の
住民に喜ばれた。
梶原は表札プロジェクトで気がついたことを次の
ようにまとめている。
「昔から住んでいる人も、私を含めて若い人たちも、震災以
前はこの町や商店街にそんなに興味がなかったんですよ。
全然つながりもないし。でも、これからはもっと仲良くし
て愛着を持ってほしい。私も震災をきっかけにここが楽し
い町で、面白い人たちがいっぱいいることを知ったんです
よね。表札展示を見に来てくれた人も“次は何をするの？”
と言ってくれて。だから、これからもっと面白いことを考
えて、今ある絆を深く、広くしていきたいと思います。」??
筆者は現代における美術（アート）の意味を問お
うとするとき、「アートがリアルかどうか」を考える
ことが重要と考えているので、ここでは美術教師と
しての梶原の思いをなるべくストレートに伝えるこ
とが必要と考え、長い説明になったがそのまま掲載
した。
最初に戻って、筆者が梶原に接触した経過につい
て略述する。筆者はその年の日本色彩教育研究会（色
教と略）本部研修会の講師に梶原を呼んで、色彩（美
術)が人を元気にする話しを参加者にぶつけたいと
思いを強く持ち、すぐに連絡を取って、2011年5月
に色教の赤木･大内理事と群馬大学教育学部美術教
育講座の院生･学生5名と被災地石巻･女川の状況視
察を実施した。そこで目にした風景は想像を絶する
ものであり、梶原が「復興はまだまだで、みんなが
忘れないようにしてほしい」という言葉はいまだ重
く心に残っている（その後の展開について後述??）。
活動を通してできたつながりで、梶原の活動はさ
らに広がっていく。梶原のさまざまな出会いの中の
ひとつの出会い
から生まれたプ
ロジェク ト が
「遠足プロジェ
クト」である。
遠足プロジェクト
表札の展示（石巻ワンダー横町)
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３．遠足プロジェクトの概要
本プロジェクトは女川町在住で美術教師の梶原千
恵とカナダを拠点に活動するアーティスト武谷大介
が被災地女川で出会い、企画された。2012年3月、
支援物資として送られながら使用されず廃棄処分と
なっていた中古ランドセルを女川第一中学校より譲
り受け、カナダ在住のアーティストや建築家ら35組
がアート作品へと蘇らせた。そして、これらのアー
ト作品は再度被災地へと送られ、元々の始まりであ
る 被災地支援への思いが、アートというコミュニ
ケーションの形で地域の方達へ届けられる形となっ
た。
○趣旨：「遠足プロジェクトはランドセルを使用し
た移動式インタラクティブギャラリーです。遠足を
通じて、人と人、地域と地域をつないでいくプロジェ
クトです。美術館やギャラリーといった一般的な
アートの領域から飛び出した作品たちは、商店街や
住宅、空き地……どこへでも遠足に出かけていくこ
とができます。様々な地域の町、人々と関わりを持
つことで、未来へ向けた新たな記憶を刻んでいきま
す。」??
3．1 遠足プロジェクトのはじまり
▼コーディネータ（梶原・武谷） ○ファシリテータ（藤原） ・参加者の様子 □その他
日・時間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
2011年
3月11日 東日本大震災発生。
震災後、梶原氏が高校生と表札作りを始める。
梶原氏「みんなの表札展」「石巻ワンダー横丁」
武谷氏「大地プロジェクト」
互いの支援活動の中、武谷氏と梶原氏が出会う。
2012年
3～6月
カナダのアーティストにランドセルが渡り、作品が作ら
れる。
ランドセル作品がカナダから女川に届き、「遠足プロジェ
クト」が始まる。
8月12日 「ランドセルの中に広がる世界展」
日時：2012年8月13日～18日
会場：坂本龍一マルシェ
（宮城県女川町・野球場仮設住宅内）
「遠足」
日時・場所：2012年8月12日：女川町内、8月13日：
女川町・町民野球場仮設住宅、8月15日：石巻駅前ラン
ドセル作品を背負って作品を見せながら町内を探索。石
巻駅前での遠足では、石巻西高等学校美術部のみなさん
が参加。
10：00頃 遠足プロジェクト開始
遠足プロジェクトの準備が宮城県の女川町町民野球場仮
設住宅で始まった。今日は梶原の活動に付き添い、NHK
マーケットの客の一部がランドセルに興味を
示し、近づいてくる。梶原さんは作品を紹介
し地域住民と一緒に鑑賞を始めた。NHKの
人はその様子を記録している。
・参加者（仮設住宅の住民）が作品に興味を
示す。
▼（梶原）「どうぞ見ていって下さい。アート
作品です。」
・「これは何ですか？」
▼「カナダから贈られてきたんですよ。」
・「まあカナダから!すごいですねぇ。」
作品を介して話が弾む。
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の取材を受けることが目的だ。仮設住宅の中央にある集
会所（坂本龍一マルシェ）では朝からマーケットが開か
れ、多くの住民で賑わっている。その一角に机を広げ、
ランドセルの作品が置かれている。数ある作品のなかで
も、まだ一部しか届いていないようだ。
12：00頃 「きぼうのかね商店街への遠足」
（htp://fieldtrip.info/movie-kibounokane/）
朝のマーケットが終わると作品の一部をバスに詰め込
み、女川の様子を撮影しに行く。大人に人気の作品は「ラ
ブレタープロジェクト」作品を鑑賞した人はラブレター
を書き、投稿をしている。お昼を食べるためにランドセ
ルをまとめて置いておくと、旅行にきた人々の目にとま
り交流が始まる場面があった。
作品を鑑賞していた人々を集め、NHKの人々と映像を
撮る。
最初に商店街に赴き、梶原さんと一緒にラン
ドセルを担ぎ遠足を始める。店をまわりラン
ドセルの作品を紹介していく。店の子どもは
持っていたゲームを中断し、作品を不思議そ
うに見ている。
・ラブレタープロジェクトに親子で参加して
いる。
○（藤原）「手紙をポストに入れて下さい。誰
かから一枚ラブレターが届きます。」
・保護者「ほんとう？じゃあ△ちゃん書いて
みよう。」子どもが手紙を書きポストに入れ
る。「△ちゃんの手紙、誰かに届くといい
ね!」
ある店の高校生（美術部）の女の子は真剣
に作品鑑賞を始める。
・高校生「これはボックスアートの作品です
か？」
▼（梶原）「え、すごーい!よく知っている
ねぇ。」
・「私、学校で美術部に入っているんです。」
▼「そうか、だからか!（ランドセルを）背
負ってみてもいいよ。」
・「背負ってもいいんですか？ランドセルな
んて小学生ぶりです。」作品を背負ってみ
る。
15：00頃 最後に梶原さんと二人でランドセルを担ぎ、津波の被害
を受けた町を遠足する。その様子をNHKの人は映像を
撮る。
▼「どうですか？」
・「ランドセルって案外大きくなっても背負
えるんですね。」
8月13日
10：00頃
仮設住宅での展示準備
マルシェにはすでに子どもが数名集まり遊んでいる。子
どもたちと一緒に新しく届いた作品の封を開ける。子ど
もたちは作品を開ける作業を楽しそうに行っている。
活動の中で作品のコンセプトに子どもがいち早く気づく
場面も見られた。子どもたちは作品の中身に目を輝かせ
ていた。
▼（梶原）届いた新しいランドセルの作品を
持ってくる。「みんなで開けてみよう!何が
入っているかな？」
・子どもたちが作品の封を解く。
▼「重いランドセルだなぁ。中身は何だろ
う？」
・「石だ!石がたくさん入っている!」
○（藤原）「そうか、だから重かったんだね!」
・キラキラ輝く石を持ち「きれい!光ってい
る!」
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11：00頃 武谷さん到着。 ▼（武谷）「では、机に作品を並べますか。」
・子ども数人「私も手伝う!」
○（藤原）「じゃあ、たくさんあるから一緒に
並べよう!」
・子どもたちは一生懸命ランドセルを運んで
くれる。この日は展示台がなかったので作
品を机に並べ始める。展示の準備には子ど
もたちは手伝ってくれる。
・子ども「なにこれ？」
○（藤原）「なんだろうね。一緒に開けてみる
14：00頃 一通り準備がおわり、子どもたちと鑑賞を行う。
絵が描ける作品や箱を開けると象が飛び出してくる作品
など鑑賞者がアクションできる作品は子どもたちの食い
つきが良かった。その後、家族連れなどが訪れ作品を見
てくれた。子どもと親が共に鑑賞する場面が見られた。
か。」展示の説明書を見る。「……あ、これ
はランドセルがバラバラになるみたいだ。」
説明書通りにランドセルを分解する。黄色
い布が出てくる。
･不思議そうに布を触る。「チャックがついて
いる!」
○「なるほど、……もしかして寝袋？一緒に
広げてみよう!そっちを持って!」
一緒に作品を組み立てる。
18：00頃 武谷、梶原、藤原の三人で作品を背負い女川町の遠足開
始。この日は「迎え火」のイベントがあり多くの女川町
民が集まっていた。一部の人々にチラシを配り作品を
きっかけに交流をした。
8月14日
11：00頃
既にマルシェに子どもたちが集まっていた。昨日とは違
う子どももいたのでまずは作品に触れ合うことを始め
た。
・子ども「これ何だろう？」
○（藤原）「ここにのぞき穴があるね。何か見
えるのかもね。」
・のぞいて見る。「あ、きらきらしてる!」
○「本当？じゃあ僕も一緒に反対側からのぞ
いてみよう。」子どもと一緒にのぞく。
・相手の目が見える。「うわぁ目だ!」
○「あはは!光のある場所だともっときれい
に見えるかもね。太陽のみえる場所でのぞ
いてみようか!」作品を持ちマルシェの外
に出る。
その後、子どもたちと共に展覧会のポスター作り。大き
な模造紙にクレヨンやペンなどで絵や文字を書く。
▼（梶原）「展覧会のポスターを描こう!」描
画材をたくさん持ってくる。
・子どもたち「私たちもやりたい!」
▼「じゃあ藤原君は文字を書いてくれるか
な？」子どもに向かって「みんなは文字の
周りに色を塗ったり絵を描いたりしていい
よ。」
・「やったー!」喜んで描き始める。
・子どもたちは真剣に描いている。
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一通り作業が終わると、子どもがチラシを配りに行きた
いと言うので、子どもと二人でランドセルを背負い、仮
設住宅を周ってチラシを配った。アーティストやNPO
の人が集まり会話を始めたので、子どもたちは退屈そう
だった。途中でイスを積み上げるという遊びを一緒に
行った。その後、展覧会に訪れた人と鑑賞を行ったり、
ランドセルを実際に背負ってみたりした。
8月15日
10：00頃
石巻市での遠足プロジェクト
石巻市の駅に集合し、石巻西高等学校美術部の生徒と合
流をした。遠足を行う前に作品鑑賞会。生徒が作ったラ
ンドセルの中に入るボックスアート作品も鑑賞した。一
人ずつ作品を作ったコンセプトを語った。
遠足を始める前に、高校生が自分で作った
ボックスアートの作品について語る。
・ある生徒の解説「私は海をテーマに作品を
作りました。津波のせいで私は海を嫌いに
なりました。でも私はこの街で生まれ海と
11：00頃 遠足開始。お気に入りのランドセル作品を選び背負いな
がら石巻市の仮設商店街に向かった。高校生は最初恥ず
かしそうにしていたが商店街に行き、出会った美大生と
の交流が始まると積極的に作品を紹介する姿が見られ
た。その後ランドセルを置き、出会った美大生と共に商
店街の壁に絵を描いた。
絵を描いてく中で商店街の人や商店街を訪れた人々とラ
ンドセル作品を介して交流を行った。特に訪れた人々の
なかには親子連れが多く、おそるおそる作品に触れてみ
たり、絵やラブレターを親子で書く姿が見られた。
ともに過ごしていきました。今はまだ無理
かもしれないけど、いつかはまた海を好き
にならなければいけない。その気持ちをこ
めてこの作品を作りました。」
・仮設商店街で出会った名古屋造形大学の学
生に作品紹介をする高校生の様子。
12：00頃 日和アートセンターに寄り絵画やインスタレーションの
作品の鑑賞を行った。
3．2 遠足プロジェクトの展開（2012年）
遠足プロジェクトはその後9回実施され、趣旨に
沿って、各地で開催されていった。
○第2回 遠足プロジェクト＠越後妻有トリエン
ナーレ（新潟県十日町市）
・日時：8月27日
内容：作品を背負いゲリラ的に参加し、展示を
行った。
○第3回 遠足プロジェクト＠ビルド・スペース（宮
城県塩竈市）
・日時：9月4日～9月7日
場所：ビルド・スペース
内容：カナダからのランドセルアート35点の展
示。9月4日ビルドフルーガス代表 高田
彩＋遠足プロジェクトキュレーター 武谷
大介＋出展作家 秋元しのぶ＋遠足プロ
ジェクトコーディネーター 梶原千恵によ
る座談会を行い、その様子をustreamで配
信した。
○第4回 遠足プロジェクト＠みなみまちcadoc-
co＋気楽会の街歩きツアー（宮城県気仙沼市）
・日時：9月8日
場所：みなみまちcadocco
内容：カナダからのランドセルアート35点の展
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示／遊ぶ
・日時：9月9日
場所：気楽会の街歩きツアー＋気仙沼プラザホテ
ル
内容：カナダからのランドセルアート35点の展
示／遠足パレード／遊ぶ
○第5回 遠足プロジェクト＠TOKYOSOURCE
 
preview room（東京都中央区日本橋）
・日時：9月11日～9月21日
会場：TOKYO SOURCE preview room
内容：カナダからのランドセルアートのプレ
ビュー展示
・トークショー
日時：9月15日
会場：社員食堂ラボラトリー（3F）
内容：遠足プロジェクトの紹介 出演：武谷大介
（遠足プロジェクト／大地プロジェクト代
表）、梶原千恵（遠足プロジェクト／高校生
カフェ代表）、モデレーター：近藤ヒデノリ
（TS編集長）
○第6回 遠足プロジェクト＠こうふのまちの芸術
祭（山梨県甲府市）
・日時：10月7日
場所：AIRY
内容：ランドセルを背負い、みんなでパレードを
行った。
○第7回 遠足プロジェクト＠日和アートセンター
（宮城県石巻市）
・日時：10月12日～10月21日
会場：日和アートセンター
内容：作品展示、「リボンに詩を書こう「」ランド
セルでワッペン作り」のワークショップ、
遠足を行った。
○第8回 遠足プロジェクト＠女子美アートミュー
ジアム「造形 さがみ風っ子展」（神奈川県相模原）
・日時：10月27日～10月29日
会場：女子美アートミュージアム（JAM）
内容：会期中に相模原市の中学生と一緒に、ラン
ドセルを背負って女子美祭でパレードを
行った。造形さがみ風っ子展代表 小林正
子や、相模原市内の中学校美術科の教師と
のシンポジウムを行った。
○第9回 遠足プロジェクト＠雄勝（宮城県石巻市
雄勝町）
・日時：11月4日
内容：石巻市雄勝町にて活動しているsweet treat
 
311から依頼で、雄勝の小中学生5名を対
象にランドセルアート制作のワークショッ
プと遠足を行った。
４．遠足プロジェクト＠まえばし2013
～おもいをはこぶランドセル～
群馬県前橋市での遠足プロジェクトは、前述のよ
うに梶原との出会い、藤原秀博のボランティア参加
をきっかけにし、茂木の近年のワークショップ学習
研究の枠組み、すなわち学びにおける協同性の研究
（＝協同と表現のワークショップ）によって、「震災
を含む災害等でケアを必要としている子どもたち等
にワークショップが有効か」の検証（研究)???によっ
て実現した。
群馬県前橋市での開催においては、プロジェクト
の企画者である梶原と武谷を迎え、群馬大学の学生
と前橋市の文化施設である児童文化センターと協同
で、ランドセルのアート作品の展示、ワークショッ
プ、作品鑑賞及びシンポジウムを実施することにし
た。
目的は、①メディアで伝えられていない被災地の
現状、復興支援の形を知り、復興のアイデアを、未
来を担う子どもたちとともに考える、②アートを通
じて「（文化が）つながる」ことをワークショップを
通して考える、③地域美術館として最後発のアーツ
前橋が前橋市にできることによって、前橋市内の他
の文化施設（社会教育施設）とどのようなコラボレー
ションができ、前橋という街の教育・文化はどのよ
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うに変わるのか。
したがって、アートとコミュニティの関係性、アー
トによるコミュニティをつなぐということについ
て、「震災の支援も含めた、広く地域におけるアート
に役割を考える」ことを、シンポジウムによって考
えることを目的にした。パネラーには梶原千恵、武
谷大介の他、住友文彦（アーツ前橋館長・現代美術
批評）、長田謙一（名古屋芸術大学教授・美術教育）、
中島祐太（アーティスト）からのさまざまな提案・
意見を通して、参加者とともに考えた。
○2月17日 展示開始、ワークショップ①
ぐんまだるまプロジェクト（前橋市児童文化セン
ター）10：00～16：00 連日開催
○2月18日 休館日 ワークショップ②
遠足プロジェクト（前橋市中心商店街ほか）※13
時前橋駅北口集合
○2月23日 ワークショップ③
作品鑑賞ワークショップ (1)13：00～15：50
(2)14：00～14：50 前橋市児童文化センター
○2月24日 12：30～15：30
シンポジウム「アートは被災地を支援できるの
か？アート・コミュニティ・美術館」
会場：清心幼稚園 前橋市
（パネリスト：梶原・武谷・住友・長田、コメン
テーター：中島、司会：茂木）
以上のように、前橋の遠足プロジェクトは大きく
4つの内容によって構成されている。
●プロジェクト1「ぐんまだるまプロジェクト」
概要：遠足プロジェクトを群馬・前橋に持ってくる
にあたって、その意味や意義を考えていったときに、
どうしても関連性・必然性がほしかった。そこで群
馬独自のワークショップのアイデアを練っていく内
に、高崎の少林山の縁起だるまが災害と関連してい
る???ことがわかり、運命的なものを感じ、最終的にが
ちゃがちゃの丸い空きケースをだるまに見立てて、
その中に東北の子どもたちへのメッセージと小さな
贈り物としての粘土オブジェをつくることにした。
経過と成果：前橋市児童文化センターの展示会場で
は周りにランドセルアートを置き、囲むように中心
にだるまワークショップのスペースをつくった。ラ
ンドセルの作品鑑賞をした後にだるま作りができる
ように、完成した作品を会場の受付付近に展示をし
た。会場にいた多くの親子連れの方が参加してくれ
た。作った作品の持ち帰りができないことを聞いて
も多くの子ども達はだるまを作りたいと言った。幼
児は親子でお話をしながら作っていた。小学生たち
はグループでわいわいと話をしながら制作し、お互
いの作品を自慢したり、批評したりしていた。
ワークショップスペースには常にファシリテータ
を置き、子どもに寄り添いながら作ることを心がけ
た。数日経過し、展示されるだるまの数が増えると
次第に子ども達の目を引くようになっていった。連
日の予想以上の参加者に材料が途中でなくなったり
もした。参加者は幼児から保護者まで年齢を問わず、
真剣な顔つきでだるまを作っていた。6日間で作ら
れただるまの数は300超であった。
4．? プロジェクト１「ぐんまだるまプロジェクト」
▼コーディネータ（梶原・武谷） ○ファシリテータ（藤原・学生数名） ・参加者の様子 □その他
日・時間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
2013年
2月17日
「だるまプロジェクト」開始
前橋のだるま市で買っただるまと群馬大学の
学生が作っただるまが展示してある。作った
だるまにはそれぞれにオブジェやメッセージ
が入っている。
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10：30頃 最初の参加者は祖母と孫の2人組だった。一
通りランドセル作品を鑑賞した後に、だるま
作りが始まった。だるまとオブジェは孫、メッ
セージは祖母というように二人で一つのだる
まを作った。
・ハートいっぱいのだるまを作る様子。
中のオブジェもハートで統一した。
11：00頃 親子連れや小学生のグループが集まる。
○（藤原）「このだるまは東北のお友達に贈る
ために作るんだ。」
・「作りたい!」
○「本当？じゃあ一緒につくろう!」
・「まって友達も誘う!」友達を呼ぶ「一緒に
やろうぜ。東北に贈るんだって!」
2月19日
9：00頃
2月19日朝の段階。徐々にだるまが増えていく。
・だるまの展示が子ども達の目を引くように
なる。この日集団で訪れた幼稚園児は作ら
れただるまをじっと見つめていた。
14：00頃
・被災地支援サークルに所属している学生。
ランドセル作品を鑑賞した後に、真剣にだ
るまを作っていた。
2月20日
11：00頃
幼稚園児の集団が会場の見学に来た。ほんの一瞬の見学
であったが子ども達は多くのつぶやきを残していった。
ランドセル作品を一周見終わった後、だるま
ワークショップのスペースや展示に興味津々
で集まる子どもたち。最初に作られただるま
をじっと見つめたあとつぶやき始める。
・「すんげー‼」
・「なにこれ？ぐちゃぐちゃになっている…」
○（学部生 齊藤）子どもの輪に入りいろい
ろなだるまを紹介していく。
・「（カプセルを見て）これ自分で使ってたや
つかな？」
・「なにこれ…あ!だるまさん!」
・（先生）「だるまさんだね」自分の気になる
作品を指差す。
・友達とだるまを見ている子「ミニーちゃ
ん？」指を指しながら友達に聞く。
・「これほしい…あ!かわいい!上手!」
・（先生）「うん!上手だねぇ。」
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2月20日
13：00頃
近隣の高校生が来場 ・高校生は一通り作品を楽しんだ後にだるま
作りに参加する。
○（忍田）参考作品をみせてだるま作りの説
明をする。「被災地とかに無理に絡めないで
もいいです。」
○（藤原）「そう、もらって心がほっとするよ
うな」
・高校生が作り始める。友達に向かって「描
くの早い!」「緊張する…」
・いったん作り始めると集中している様子
だった。
2月22日
14：00頃
カプセル選び。作品作りの時、ファシリテータは子ども
に付き添い、好きな色の素材を選ばせた。
○（藤原）「カプセルは自分の好きな色を選ん
でいいよ。何色がいい？」
・子ども「あお!」
○「着ている服と一緒の色だね!」カプセル
を渡す。
2月23日
12：00頃
会場は最後まで親子連れを中心ににぎわっていた。 ○ファシリテータは子どもに寄り添いだるま
作りを手伝う。子どもが困っているときは
助言したり、幼い子の作業を手伝ったりす
る。
作られただるまは机いっぱいになった。 □6日間で作られた約300個の個性豊かなだ
るま。
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4．2 プロジェクト２・３ 「遠足プロジェクト＠まえばし 展示と遠足」
▼コーディネータ（梶原・武谷） ○ファシリテータ（藤原・学生数名） ・参加者の様子 □その他
日・時間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
2月17日
12：00頃
○（藤原）作品を子どもとともに鑑賞する。
・「色がたくさんある。」
○「そうか!水色とかピンクとかたくさんあ
るね。どの色が好き？」
・水色を指差す。
○「どうして好きなの？」
・「お空の色だから。」
○ ?なるほど!空の色に似ているからだ
ね!」
16：00頃
･親子そろって作品を鑑賞する。（保護者）「き
れいだねぇ」
・子どもは作品に興味津々。
2月19日
10：30頃
「展示での作品体験」
○（齊藤）触れる作品を来場者に進める。「ど
うぞこちらも触ってみてください」
・「まぁ、これも作品なんですか？」手に取っ
てみる。
2月22日
12：00頃
子どもAとその友達3人
・A「緊張する…」
○「緊張する？」
・A緊張しながら寝袋に入る。他の子どもは
楽しそうに見ている。
○寝袋のチャックをしめる。
・「あー‼」子どもたちは寝袋に入った友達を
みて楽しそうだ。
○数人で寝袋の子どもに声をかける「あれぇ
どこですかー？」「いないぞー」「どっか行っ
ちゃいましたねー」「消えちゃった!」
・袋の中からA「さなぎになっています!」
○「さなぎ？」
・A「さなぎです」他の子はそれを聞いて笑
う。
○「ちょっとだけお顔をだして」袋のチャッ
クを少し開ける。
・A顔を出して「私はさなぎです!」
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○「どうですか気分は？」
・A「なんか芋虫になった感じ!さなぎに
なった感じがする。」
○「ちょっときついですか？」
・A「うーん…そんなにきつくないかな？テ
ントの中で寝ているみたい。グーグー…」
・他の子が寝袋の上から触り始める。
･A ?キャー!」他の子笑う。数回じゃれあ
う。
・A「もう出たいよ!」
○「じゃあ蝶々になってみましょうか？」
「じゃあ蝶々になろう」チャックを開ける。
「ぶーん…」
・A「産まれましたー!」寝袋からでてくる。」
○ ?産まれました!」「おめでとう!蝶々にな
りました」拍手などをする。
・A寝袋を出た後、蝶々の真似をして羽ばた
く。
日・時間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
2013年
2月18日
13：00頃
前橋市で商店街周辺の遠足プロジェクト
集合。天気はあいにくの雨。
▼○各自気に入った作品を選び背負う。前橋
中心部を目的地に向き歩く。
○（藤原）「まずは県庁に向かい歩きましょう」
14：00頃 群馬県庁
▼○県庁にて教育課の人に作品紹介。
▼（武谷）「作品をご覧ください」
15：00頃 清心幼稚園
▼○清心幼稚園では作品を介して園児と交流
した。
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ふくしまや ふくしまやにて
▼（武谷）「作品を見せてあげて!」
・「え、中も何かなっているんですか？」
▼武谷さんが蛇革のランドセルをみせて紹介
を始める「これは何でしょう？」
・「…ランドセル？」
▼武谷ランドセルを開きながら「これは実は、
蛇なんですよ。」
・「写真を撮らせてもいいですか？」
▼武谷「はい、蛇なので中にたまごが入って
いるんです。」見せる。
・「蛇革で!…びっくり箱的なものになって
いるんだと思ってた!」
▼武谷「どうぞ、手に取ってご覧下さい」
・ランドセルに手を一瞬入れて引っ込める。
ドキドキしながら。たまごをつかむと見つ
めながら「なにこれ？なにでできているん
ですか？木？」
▼武谷「はい。カナダの木でできています。」
・「カナダの!？ふぅーん…」写真を撮る。「す
ごいですねぇ」
16：00頃
前橋市中央商店街の人々 ▼武谷「こんな感じの作品です。では次の作
品を。」
○（藤原）カナダの漂流物の作品を見せる。
写真を見せながら。「何だと思いますか？」
・真剣に見ながら「…瓦礫？」
○「これはですね…」箱を開け、地図を見せ
る。
・開いた箱を見て真剣に見る。「ああ （ー瓦礫
が）見つかったところってこと？ここで？」
○「津波で流された瓦礫が、世界中に広まっ
てここで見つかったようです。」
・「ふぅーん…」
○「こちらなんですけど」箱の蓋の写真に戻
る。「カナダの沖に流れついた瓦礫を撤去す
る仕事があるんです。…震災の問題は日本
だけの問題でないということです。」
・少し考えて「…今度前橋でも震災関連のイ
ベントがあるのですが…」
以降震災の話が続く。
遠足ワークショップで商店街の人々に出会っ
たとき
▼（武谷）「どうぞ中をご覧下さい。」蛇革の
ランドセルをみせる。
・商店街の人「あらぁー…ほんとだ!」
▼「これもアートなんです。いろんなのがあ
るんです。もしよろしければご覧下さい。」
・「へぇー…」笑顔になる。魚屋の主人に「見
てあげて!いろんなものが入っているよ」
魚屋の主人も作品を見始める。
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・魚屋の主人に説明する「被災地にあげたラ
ンドセルで使わなくなったのでね、やって
るんですって」笑顔で学生に対して「偉い
ですね!ごくろうさまです。私、今、なに
かしら？なにかしら？って買いものしてい
た!興味津々だったんですよ!」
4．3 プロジェクト４ 「作品鑑賞ワークショップ」
▼コーディネータ（梶原・武谷） ○ファシリテータ（藤原・学生数名） ・参加者の様子 □その他
日・時間 活動の展開・子供の主な活動と写真 ▼○・の発話や行動 □その他
2013年
2月22日
13：00
作品鑑賞ワークショップ
梶原・武谷・藤原が作品紹介をし、塩崎館長司会を務め
た。
作品紹介中
▼（梶原）被災地の話を伝える。
▼作品紹介に移る。（梶原）「私が紹介するの
はこのランドセルです。」大きな花の作品を
見せる。花の葉っぱをめくりながら「実は
これもランドセルなんです。」花の真ん中を
指差し、「ここになんて書いてあるか読める
人？」参加者に声をかける。「後ろの方…な
んて書いてありますか？」
・小さな声で子どもが「勇気…」とつぶやく。
▼「はい!その通りです!」
□拍手がおこる。
▼「これを作ったアーティストもカナダの
アーティストです。2人組でマークとマグ
ターという女性と男性の二人が作ってくれ
ました。カナダ人だから日本の漢字は知ら
なかったんだけど、調べてここに勇気と書
いてくれました。マジックテープで葉っぱ
とか茎がランドセルにくっつけられるよう
になっています。このまま背負って歩くこ
ともできて、大人の人でも隠れちゃうぐら
い大きい花が歩いているかんじに見えま
す。女川で展示したときはこの花の組み立
て作業を子ども達とやりました。仮設住宅
に住んでいる子ども達は今遊び場所がない
ので、こういうおもしろいものをみつけて
みんな大興奮で、花を組み立てる作業に熱
中しました。私がこの作品をみて本当にう
れしいなと思ったのは、震災の後一番つら
かったことが住んでいる場所に色がないと
いうことでした。震災のあと全部泥まみれ
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で、色が残っている場所は全くありませんで
した。その中にこの明るい作品が来ると、そ
こだけパッと明るくなるような…それがアー
トの力だなと思っていて、他の作品もなんで
すけど、被災地で、今何もないけど、その中
に歩いていって花を咲かせるようなことがで
きたらいなと考えています。そんな中で一番
象徴的な作品だと思います。
13：30
参加者へ感想を聞く
最後に武谷が締める
□参加者は真剣に話を聞いている。
○（塩原館長）「ありがとうございます」「そ
れでは作品をみてどうですか？どんな感じ
がしますか？」参加していた保護者に感想
を聞く。
・（保護者）「子どもが喜びそうな、明るい色
使いですてきだなと思いました。」
○「ありがとうございます、拍手!」
□拍手が起こる。
▼○それぞれが作品紹介を行う。
▼最後に武谷がランドセルのワッペンを参加
者に配る。
●プロジェクト２・３「遠足プロジェクト＠前橋」
展示と遠足
概要：遠足プロジェクトはランドセルアートを実際
に背負って街を練り歩く、移動型展覧会（鑑賞）アー
トである。ランドセルという日本人なら誰でも小学
生時代に背負って学校に通うというノスタルジック
な体験を大人になってから再現・追体験し、みんな
に見せるパフォーマンス的な要素を持ったアートイ
ベントである。作品を背負って歩くことによって、
道行く人から声がかかり、それに反応・対応しなが
ら、いわば作品を「語る」というナラティブな作品
にもなっている。作品は語られることによって、新
たな発見を生み、それは人と人、人と地域をつなぎ、
伝えられていく。パフォーマンスはちょっと甘酸っ
ぱく恥ずかしい体験でもあり、また日常に非日常を
持ち込み、違和感を与え、それによって、鑑賞者を
揺さぶり、気づきを与えるものである。
ランドセルアートは同時にホワイトキューブ型の
展示にも対応している。展示会場でも同様に鑑賞者
はただの傍観者ではなく、参加体験者として振る舞
うことが強要され、それによって、協同的な学びが
自然と生まれ、笑いや感情の高まりが体験されると
いうアートでもある。
今回のカナダ人たちのランドセルアートは、震災
で発生したゴミがカナダに流れ着き、新たな環境問
題を引き起こしていることを訴えた作品（図1）、ラ
ンドセルがシュラフやシェルターのようになって、
中に入れる体験型作品（図2）、ネクタイを多数結ん
でランドセルから出し、人にからめたりつないだり
するコミュニケーションアート（図3）、ランドセル
からおびただしい数のメッセージを書いたテープが
出ている作品（図4）、ランドセルそのものが大きな
キャラのぬいぐるみになっている作品（一番人気？
図5）、ランドセルにプリズム（万華鏡）を通して、
両方から顔がのぞける作品（図6）、ランドセルの原
型はとどめないがみんなを元気づけるために大きな
花のオブジェ（図7）、また手紙を書くワークショッ
プの道具と指示書が入っていて、参加者はルールに
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従って手紙を書き、投函すると前の手紙を一つ受け
とることができる作品（図8）などがあり、それぞれ
ランドセルという形式を借りたBox artであった
り、コミュニケーションアートであったり、アート
の持つ創造力や想像力を感じることができるように
なっている。
経過と成果：前橋児童文化センタ （ー塩崎政江館長）
の1階ホールにランドセルアート作品35点を展示
した。来場者は6日間でのべ800人超であった。主
に幼児と親子が多かったが、学生や美術関係者の他、
一般の方々も多数来場し、幼児から老人まで幅広い
年齢層が展覧会を見学した。
会場でファシリテータとして入った学生は作品紹
介や遊び方などを主に伝え、会場に来た人と交流し
た。会場に来た子ども達は、触れて遊ぶことができ
る作品や背負える作品に喜んでいた。参加型のコ
ミュニケーションアートの作品は連日人気で、親子
で楽しみ記念写真を取っていく人が多かった。中に
は震災の問題について真剣に考え、語ってくれる人
や被災地支援に携わっている人との出会いもあっ
た。
展示全体を通して言えるのは、大人子どもに関わ
らず、ランドセルアートを背負う人は誰しも顔がほ
ころび笑顔になっていたということであった。
遠足ワークショップ（2月18日）の参加者は16名
（教員2名、武谷、教育学部院生・学生は藤原他、
9名。社会情報学部の学生が3名）。全員前橋駅に13
時に集合した。あいにくの土砂降りで、駅前のロー
タリーのベンチにランドセルアートを降ろし、駅前
けやき通りを北側に進んで歩き出した。ルートは前
橋駅→群馬県庁→清心幼稚園→前橋中心商店街（福
島屋）のコース。天候が悪く人があまり居なかった
ため、本来の目的である地元住民と交流する機会が
少なかったのが残念だった。清心幼稚園では園児と
の交流を、作品を通して行った。最後に商店街にあ
る被災地復興支援を行っているふくしまやで店の人
と交流した。時間も迫っていたので帰るために駅を
目指していたが、最後に道の途中で出会った商店街
の人々と交流ができたのは充実した時間であった。
●プロジェクト４「作品鑑賞ワークショップ」
趣旨と結果：塩崎が司会進行を務め、梶原、武谷、
藤原の3人でプロジェクトの経緯の説明や作品紹介
を行った。同じ内容のものを2回やったが、2回目で
は被災地女川の現状を梶原がパソコンでプレゼンし
参加者に伝えた。最初は参加者が少なく、不安になっ
たが、話が始まると徐々に人が集まっていった。大
人が中心に集まると予想していたが、意外にも子ど
もだけの参加も多かった。震災関連の話になると参
加者は真剣な顔つきになり、会場には終始シリアス
で固い雰囲気が流れていたが、最後に武谷が切られ
たランドセルの作品を参加者に配布するという形で
緊張感を解き、締めくくった。
５．参加学生ボランティアの感想
2月28日の遠足ワークショップの後、そのリフレ
クションを実施した。参加学生の感想をまとめてお
く。学生が気づいたことの中でまずランドセルアー
トという作品についての感想では、多くの作品が中
にしまってあるBox artだったので、「作品自体が外
にでているほうが見た人がわかりやすい（mr.
nobodyのように）」（齋藤）のようなものや、ランド
セルアートそのものを理解するまでに学生自身時間
がかかったことがあげられる。支援物資に中古ラン
ドセルが大量に来てしまって処分に困っていると
いっても、現地を一度も訪問したことのない学生た
ちにとってはやはりリアリティが薄く、「なぜランド
セルなの？」は最後までこのプロジェクトの問題点
であった。特に「ランドセルをカットした作品は日
本人にとって思い入れがあるものが加工、裁断され
てしまうことに抵抗を感じる」と意見も複数出てい
た。しかし彼らには異文化理解とはそもそも……そ
ういうことを受容し、お互いの違いを尊重しあうこ
とがいま必要だという、このプロジェクトの真の意
味を繰り返し伝えた。交流を主体とした展覧会なの
で、単純に「作品が世界規模で感動した（カナダか
ら来たんだ）」（高比良）とか、「（ランドセルアート
があるから）来て下さった人に話しかけやすい（子
どもが興味持ってくれる）」などの反応はアートを通
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したコミュニケーションの実践として有意義だった
ことを証明している。
一方で、「小学生が、興味を持ってくれたけど……
近寄り難かった（アートとか被災地とか重い単語が
でたらちょっと怖くなってしまった）」（忍田）とプ
ロジェクトの持つ大きさや重みを受けとめようとし
ている意見もあった。しかし、「最初は怖がっていた
子どもも、負ってみたら作品が好きになったという
ことがあった」（忍田）。つまり、ワークショップで
はやはり身体的な体験が重要ということであった。
背負って面白さや違和感を共有する体験はこのプロ
ジェクトのキーである。
遠足ワークショップでは、「（あいにくの雨で）ラ
ンドセルが傘に隠れているのがわかりにくかった」
（忍田）のが大きな要因になったこともあり、歩き
ながらのアピールや相互鑑賞はできなかった。しか
し、学生は「変なことをすると人は二度見する」（池
田）「もっとみせものにされている感が強いほうが良
かった」と違和感を十分に楽しんでいたことがわ
かった。
また、清心幼稚園の子どもたちへの作品鑑賞では、
学生たちは「最初は（興味は示していたが）嫌がっ
ていた」と未知のものに対する幼児の反応を感じ、
幼稚園の教諭が安全性を確認してはじめて活動が促
されたことなども気づき、「一緒にやるというものの
方がやりやすかった」と体験型の作品のよさを感じ
ている。幼稚園児はまだランドセルは未体験で2月
の時期ははじめて体験する子どもが多かったのも躊
躇の原因になったのではと思う。
また、だるま作りワークショップの感想では、「こ
どもたちは自分でもって帰れないけど、東北のお友
達に届けると聞いてだるまを作りたがった」（高比
良）と趣旨を子どもたちの十分理解させようとして
いることがわかった。しかし「子ども（小学生）な
りに東北のために何かしたいということはわかった
が、その反面何をしていいかわからなかった。」（高
比良）という感想もあった。
もうひとつ、「（小さい子は）出来上がっただるま
をみて自分もつくりたいと思った」（忍田）と、もの
づくりワークショップの特徴をつかんだ感想もあっ
た。このだるまワークショップでは「親子や友達同
士でつくる場面が多かった」ので、協同性のある工
作（学習）に適したテーマであったのだと思う。
６．まとめにかえて
●藤原のまとめ
・「私も何かできないか？」と考えること。
私（藤原）も表札プロジェクトの高校生と同様に、
被災地に赴き梶原のプロジェクトの話を聞くこと
で、「自分も何かできないか？」「群馬で何ができる
か？」と考えるようになった。プロジェクト全体に
一貫しているのは、プロジェクトが始まる以前に梶
原が思っていた、何かしたい、という気持ちが人々
に連鎖している（もしくは自覚させる、行動として
目覚めさせる）ことである。それは特に若者や子ど
もにその影響が見られた。被災地石巻では表札プロ
ジェクトの後、梶原が代表を務め高校生が主体と
なって運営する『いしのまきカフェ』などで行動と
して現れている。女川での最初の遠足プロジェクト
でも、仮設住宅に住む子ども達の主体的な参加が見
られた。作品の展示、ポスターの準備、作品を背負
い仮設住宅にフライヤーを配りにいくことも子ども
自らが率先して行った。
震災の直接的被害を受けた場所から離れた群馬県
でも同じような場面があった。群馬で行ったワーク
ショップ、だるまプロジェクトでは被災地に届ける
だるまを作るという目的を掲げて行った。そこで参
加した子ども（小学生）の中には次のような声もあっ
た。
「東北のために何かしたいと思っていたけど、何
をしていいかわからなかった。だるまやメッセージ
を届けると聞いて、自分も作りたいと思った。」
作ったものは自分で持ってかえることができない
のにも関わらず、多くの参加者がだるまを作った。
ランドセルの作品やワークショップは人々の心の中
に燻っていた気持ちに火をつけ、行動させた。期間
中に制作された約300個のだるまは前橋の人たちが
静かに持っていた被災地を思う気持ちを目に見える
ようにできたのではないかと思った。
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・「参加のしやすさ」の表現と演出
遠足プロジェクトは震災という非常に深刻な問題
をあつかっているにも関わらず、幅広い年代の参加
者が集まったのはなぜだろうか？これは作品に使わ
れたランドセルという素材の魅力が大きい。ランド
セルは小学生以上であれば、誰しも背負った経験の
あるものだ。多くの人々にとって身近で親しみやす
い存在であるといえる。このことが、参加者が作品
を受け入れやすい理由にもなっている。アートプロ
ジェクトには地域の人々の参加が必要不可欠であ
る。その点、遠足プロジェクトは作品を背負うとい
う行為で参加者を巻き込む力を持っている。重い
テーマが背景にはあるが、作品を背負った人々の多
くが笑顔だったことが私の印象に残っている。
作品を背負いパレードを行う遠足ワークショップ
は各地で行われているが、背負ったランドセルを出
会った先々の人に紹介し、自分の言葉で作品を語り、
誰かに伝える参加者の姿が私の目に焼き付いてい
る。私自身も作品を介することで普段は会話をしな
いような人とコミュニケーションをすることができ
た。これは作品に触れる、背負うという行為がアー
トをより身近に、自分ごととして捉えやすくしてい
たのだと思う。プロジェクトの趣旨に沿って、コミュ
ニケーションをテーマにした作品が多く、ラブレ
ターを投函する作品、寝袋の作品、絵が描ける作品
などその場で参加ができるものは展覧会でひと際人
気だった。作品はコミュニケーションを誘発させる
きっかけとなっていた。作品の親しみやすさが合っ
たからこそ、幼児から老人まで幅広く美術にふれあ
うことができたのだろう。
●茂木のまとめ
・「人がつながっていくこと／つなげていくこと」が
アート（プロジェクト）だということ
すでに使い古された言い回しだが、女川から始
まった遠足プロジェクトが各地を巡回し、地域団体
や他のプロジェクトと出会い、コラボレーションを
重ねていく上で発展していった。梶原を日本色彩教
育研修会に呼んだことが相模原の「かぜっこ展」に
ランドセルを運び、今度は2013年の「女川きぼうの
かね美術館」に相模原の子どもたちの絵を飾らせた。
武谷の動きも面白い。（カナダ在住であるので当たり
前なのかもしれないが）武谷の異文化の越境の仕掛
け方と梶原の粘り強くやさしい力がコラボし、さま
ざまな異種異文化をかき混ぜ、新種や亜種をつくり
出す。2013年8月の大阪での遠足プロジェクト（江
之子島文化芸術創造センター、8/1-11）では、日本
人アーティストによる新たなランドセルアート作品
が生み出され、さらにコミュニティを広げている???。
アートがプロジェクトを動機付け、動かし、運営
していく。すなわちアートがアートを生む循環がつ
くられる。ヒト・モノ・場（空間）をメディアがつ
ないでそこにかたちができる。そこでは、すべてが
メディアとなって、相互にコンテンツを載せあいな
がら、場が成立する。しかし、最初の動機になるの
はやはりヒトである。いまわたしたちに欠けている
のは「自分が発信源となって能動的に物事をやって
いくこと」つまり、「根源的能動的な学び」（佐伯胖）
の推進力になることである。学生に学んでほしいの
は、自分の身の周り＝社会や世界の中にある物事（問
題等）に気づき、それを自分ごととしてとらえ、自
らが発信源となって相手と関わろうとする意欲や力
を身につけることである。彼らへの刺激は、このプ
ロジェクトではまだ一歩前に進んだというところで
あるが、確実に種はまけたのではと感じている。
学生たちはランドセルアートという実態のわから
ないものを来場者に説明する中で、アートの有り様
をコトとして捉え、動くモノとして感じられる場面
が多々あったと思う。震災が生み出してしまった廃
棄物が楽しいモノ（コト）に変容し、それが学生た
ちを覚醒させる。そのことの意義は大きい。
・「アートはビジュアル（かたちやいろ）ではなく、
コト（ことば・概念など）の中にあるが、ビジュ
アルにもあらわせる／あらわすことに意味があ
る」
震災を通したアート支援は弱っているヒトを確実
にケアすることは周知だが、重要な指摘である。福
島の鯉のぼりの鮮やかな色彩や女川の表札のやさし
い色彩はヒトがグレーネスな世界には住めず、光を
求め、光の中で生きていく存在であることを明示す
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る。アートは明るすぎる光の世界では影をつくり、
闇や氷に閉ざされた魂に光や水を与え、生や生活を
ケアし、蘇生する。そこにおいてアート（美術）の
機能はかたち・いろによって見えるようにし、見え
ない不安を解消し、心を安定させる。
・「アートはコミュニティを蘇生させ、コミュニティ
はまたアートを蘇生する」
もうひとつ、遠足プロジェクトの意義についてま
とめる視点して、アーティストと作品がコミュニ
ティとの関わりにおいてどう機能すべきかという問
題について考え、まとめにしたい。これについて、
山野真吾は遠足プロジェクト＠大阪2013のシンポ
ジウム「アートが境界線を越えるとき～遠足プロ
ジェクトの可能性～」において、「コミュニティの中
のアート」と題して、以下のような指摘をしている。
「コミュニティの中のアート、あるいはアーティストの役割
は自らが関わったコミュニティを?表現>することと、ま
たそれをそれまで互いに接点のなかった異質のコミュニ
ティの間をつなぐという二重の役割を持っている。……
アーティストはこのふたつのことをひとつの作品を通して
同時におこなっている。……（アートが共通言語の上に成
立しているという前提で）アートの言語がまったく通用し
ないコミュニティにであったとき、アーティストはどのよ
うな行動をとるでしょうか？1.アートの言語を普及するこ
とによってアートの自己同一性を保とうとする、2.アート
の言語をコミュニティの言語へと翻訳することを試みる、
3.新しい言語をつくり出す事によってコミュニティとアー
トの両方を更新する事を試みる、のどれだと思う。
3番目はアーティストがコミュニティに介入することであ
り、また同時にコミュニティがアートに介入することでも
ある。無から有が生じるわけではないので、アーティスト
の側の介入は彼がもともと背景に持っているコミュニティ
と新しく出会ったコミュニティを媒介するという作用を通
して新しい言語がつくられる。
そのとき、アーティストは作品の中で今までになかった新
しい仮想のコミュニティを生み出している。これは今目の
前にある現実のコミュニティの肯定とか再現ではなく、
アーティストによるコミュニティの更新であり、そして逆
説的にアーティストが作った仮想のコミュニティを通して
現実のコミュニティの可能性を発見することになる。」???
山野はアーティストがあらかじめ複数のコミュニ
ティに所属していることを前提として、コミュニ
ティにおけるアートとアーティストが多様性を受
容／拡張する可能性を指摘する。すなわち、「アート
のフィクション性＝創造的想像力」こそがさまざま
な越境を促し、いわば「仮想のコミュニティを生み
だし、それによって現実のコミュニティと対峙でき
る」???のである。
今アートプロジェクトがもてはやされる理由は、
答えのない問題をアートがある程度視覚化できるか
らだと思う。しかし、問題は多様性を認めすぎた果
てにある共通性の欠如と担保の問題である。単なる
妥協でないエッセンシャルな問題解決に「豊かな多
様性との出会いとそれらの共通性を考え、すり合わ
せるワークショップのようなものの必要性・必然性」
が現代におけるアートとコミュニティとの関わりか
ら見えてくる。
※執筆分担は、1が茂木、2～6が茂木・藤原である。
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